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２月号と９月号は休刊

エコキャップ運動 ご報告

ペットボトルのキャップの回収にご協力
いただき、ありがとうございます。
１～２月は２７０ｋｇの寄付があり、約

７０人分のワクチンになりました！

(１，３００個くらいで１人分）

プルタブや古切手の寄付も
ありがとうございます！

社会福祉法人 大阪市住吉区社会福祉協議会
住吉区ボランティア・市民活動センター
〒558-0021 大阪市住吉区浅香１－８－４７

ＴＥＬ06-６６０７－８１８１ (担当：山田)

新型コロナ感染拡大防止のため

当面の間、 します。

🌷開館状況は
住吉区社会福祉協議会フェイスブックの
投稿でもお知らせしています。

交流スペースより

フォロー＆いいね！お願いします

ボランティア交流会を開催しました！

３月１４日、大阪ボランティア協会の
青山さんを講師でお招きし「コロナ禍で
の活動の再開に向けての準備」について
ご講義いただきました。ボランティアの
価値・目的・やり方にはそれぞれの活動
をふりかえり、工夫ができそうです！

新年度も安心して活動を行えるよう、保険の更新をお願いいたします。
ボランティア活動保険 ボランティア・市民活動行事保険 ともに４月１日から

補償が始まる分の加入手続きは、社協窓口でお手続きできます。

令和３年度加入の活動保険は３月３１日で補償が終わりますので、ご注意ください。

個人ワークの意見



１月に、 さんと、寄り添い・こころが通う話の聴
き方について「聴き方教室」を、３月にはボランティアグループ さんと、同じ地域
に暮らす隣人として「認知症予防学習会」を開催しました！
関心のある方にたくさんお集まりいただき、「もっとこのような勉強会を開いてほしい」「
参加しやすかった」「ぜひ養成講座を受けたい」等々・・・講師の先生からも「みなさんとて
も真剣に聞いてくださって、とても話しやすかったです」とお声をいただきました。
コロナ禍で活動が難しいなか、ボランティアに関心を持ってもらえるようなきっかけつくり
ができ、とても嬉しく思っています。

←「聴き方教室」
↓ なないろ

↑「認知症予防学習会」
脳ばんざい

開催報告

ボラセンたよりを見て、使用済み切手やエコキャップを持ち込んでくださる方が増
えました。なかなか時間が取れない方でも、自宅にいてその日から気軽にできるボラ
ンティアのひとつですね！

飲み終えた牛乳パックを集めています！
回収した牛乳パックで手すきはがきを作ります。

◇中をよく洗い、はさみなどで開いて、平らに
のばし、乾かします。

：住吉区社会福祉協議会
（浅香１－８－４７）
住吉区老人福祉センター
（遠里小野１－１－３１）

：９時３０分～１７時
（各入り口にボックスを設置します）

回収場所

受付時間

住吉区福祉ボランティア活動応援資金

◇令和４年度のさまざまな福祉ボランティアの
活動を応援します！

受付期間：３月２５日（金）

～４月２２日（金）１７時まで

払出金額：３万円以内
対 象：住吉区でボランティア活動を行って

いる団体（５人以上）

※審査の結果、助成されない場合もあります。

この助成金は住吉区福祉善意銀行の預託金を活
用しています。
昨年度は１４団体に助成を行いました。
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